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はじめに

国際化、情報化、少子高齢化、科学技術の進展や価値観の多様化など社会の激しい変化の中で、

学校教育をめぐっては、いじめや不登校、非行などの深刻な問題や社会体験の不足など様々な問題

が指摘されています。

このような中、特に「生きる力」を育み、「豊かな人間性の育成」を目指し、心の教育の充実を図ってい

くことが強く求められています。

そのためには、学校・家庭・地域社会がより一層連携深め、自ら学び自ら考える学習指導の推進と、

子ども一人ひとりの個性を活かし、生涯にわたって生きる力の基礎を培う、創意に満ちた学校教育の

推進に努めるとともに、教育施設・設備の整備充実を図ることが課題です。 （苫小牧市総合計画より）

本市の小・中学校は、昭和 40年代から 50 年代を中心に集中的に整備された結果、今後、一斉に

更新時期を迎えることとなり、従来どおりの維持管理・更新の手法では、一時期に大きな財政負担が見

込まれます。

一方、東日本大震災以降、避難所としての重要性も含め、学校施設の耐震化が喫緊の課題となって

います。また、近年、児童生徒数が減少している一方で、学校数や学校施設の面積は増大しています。

児童生徒数の減少については、適正配置の中で検討し、「苫小牧市小・中学校規模適正化基本方針」

との整合性を持たせ、その上で長寿命化により経費の抑制と平準化を図ること等を目標として「苫小牧

市小・中学校施設整備計画」を策定しました。

なお、長寿命化を実現するためには、大規模改修や計画保全等を実施することが必要となりますが、

その際、ライフサイクルコスト（生涯費用）の縮減の視点から効率的な取組とする一方、単なる延命だけ

ではなく、教室配置の検討やユニバーサルデザインの導入及び内装・設備の維持管理、更新の容易

性に配慮してまいります。
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第 1章 策定の主旨

1 「苫小牧市小・中学校施設整備計画」の位置付け

「苫小牧市小・中学校施設整備計画」は「苫小牧市総合計画」に掲げた取組を推進するため、本

市の小・中学校の現状を認識した上で、今後の維持管理・更新に関する考え方と具体的な方向性を

取りまとめた「基本計画」とします。

2 計画期間

平成 25 年度から平成 34 年度の 10年間を計画期間とします。

なお、平成 27年度までの最初の 3年間を前期とし、改築により耐震化するものを除いた耐震改修の

完了を目指します。

次に、平成 28年度から平成 30年度までの 3年間を中期とし、老朽校舎及び体育館の改築に取り

組みます。

最後に、平成 30年度から平成 34年度までの 4年間を後期として、必要な改築と大規模改修を実施

し、耐震化率 100％を達成し、かつ平準的な整備を定着させていきます。

本計画を進める中においては、補助基準の変更が予想されること、また学校規模適正化基本方針

との整合や財源の確保も必要なことからから、今後関係部局と十分に協議をしてまいります。

また前期、中期の最終年度において各期の進捗状況を検証し、各次期計画への修正を検討してま

いります。
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第 2章 小・中学校の現状と課題

1 現状

平成24年 4月 1日現在の学校施設は、小学校23校、中学校15校が設置され、延床面積は、約23.4

万㎡になります。（表-1 参照）

小・中学校の整備状況（平成 24年 4月 1 日現在） （表-1）

小・中学校施設では、築後 40年以上のものが校舎で全体の 23.1％、体育館で 11.5%、築後 30 年

以上では校舎で全体の 56.4％、体育館で 35.8%を占めています。

昭和 52 年以前のものは、築後の一定時期に大規模改修を 1 回実施しています。

（資料：グラフ-1、図-1 参照）

2 課題

（１） 児童生徒数と学級数

児童生徒数は昭和 60年度がピークで、現在はその 60％弱で推移し、学級数についても児童生徒

数に併せて減少してきました。 （資料：グラフ-2 参照）

（２） 学校数・学校施設面積と適正配置

市全体としては児童生徒数が減少しているのに対して、学校数や学校施設の面積は増大し続けて

います。また、職住分離から職住近接への方針転換もあり、東部地域では宅地開発や自動車産業の

進出等が顕著になり、児童生徒数が急増しました。 （資料：グラフ-1、3 参照）

今後、さらに児童生徒数の減少が予想される中、「苫小牧市小・中学校規模適正化基本方針」に基づ

き、学校の規模適正化に取り組んでまいります。（資料：グラフ-2、3 参照）

なお平成 25 年 3月に弥生中学校を閉校し、平成 25年 4 月に拓勇小学校から拓進小学校を分離

新設します。

学校数（校） 種 別 延床面積（㎡）

小学校 23 校 舎 191,700

中学校 15 体育館 42,600

合 計 38 合 計 234,300

-3-



（３） 改築

建物の老朽化等の理由で改築が行われてきましたが、建築してからの経過年数を平均すると校舎で

50年、体育館で 35年となっています（表-2 参照）。この年数で改築していくと、今後 20年間に 50%以

上の学校が更新時期を迎えるため、一時期に大きな財政負担が見込まれます。

（資料：グラフ-4 参照）

（校舎・体育館の改築時築年数） （表-2）

（４） 大規模改修

平成 7 年の阪神・淡路大震災以降、全国的に小・中学校については耐震化が優先されるようになり、

本市においてはこれまで計画的に行われてきた大規模改修が、平成 18年度以降は実施されておら

ず、老朽化対策が急がれます。 （資料：図-2-1～2 参照）

校 舎 体育館

学 校 名 改築時築年数（年） 学 校 名 改築時築年数（年）

苫東中学校 50 沼ノ端中学校 24

苫西小学校 47 凌雲中学校 35

若草小学校 52 若草小学校 43

光洋中学校 45 苫東小学校 34

平均 48.5≒50 34≒35
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第 3章 整備計画の取組

1 取組の姿勢

学校施設・設備の整備充実を図ることが課題となっている一方で、東日本大震災以降、防災意識が

高まり、学校施設には地域の避難所としての機能の充実も求められています。 そこで、今後の大きな

課題である小・中学校施設の老朽化対策及び耐震化については、計画的かつ効率的な取組を進め、

安心・安全で適切な教育環境を整備してまいります。

2 経費の抑制と平準化

（１） 基本的な考え方

施設の不具合等がはっきり目に見えるようになってから対応する場合は、建物の使用可能年数を意

識する必要はありませんでした。しかし一方では、そのような管理が建物の使用可能年数を縮める結

果となりました。建物をいつまで使用していくかが不明確なままに改修等を行うことは、改修の時期、使

用する部材、工法等の選択を誤り再度の改修が必要になるなど、ライフサイクルコストの増大を招く可

能性があります。

そこで、「目標使用年数」を定めることにより、使用期間に応じた合理的な仕様の決定や、各部位の適

切な改修及び更新等が可能になります。

これまでは「減価償却資産耐用年数」等を参考に老朽状況を踏まえ、校舎で 50年、体育館で 35

年を目途に改築してきましたが、既存及び改築後の施設については、それぞれ新たに目標使用年数

を設定し、これまで築後に 1回としていた大規模改修を適切な時期に 2～3 回行い、また設備等につ

いては、計画保全工事を実施することで長寿命化を図ります。

長寿命化のポイントは、コンクリートの中性化を防止し、鉄筋を腐食させないことと、経年劣化・老朽化

した建物の性能を向上させることです。

学校施設の耐震化は平成 27 年度までに耐震改修を完了させることを目標としますが、コンクリート

の強度不足や木杭の欠損や腐食等により、耐震改修が困難なものについては、改築により耐震化を

図ります。 （表-3参照）
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耐震改修が困難なため改築の予定のもの （表-3）

（２） 目標使用年数の設定

小・中学校の校舎の多くは鉄筋コンクリート造ですが、日本建築学会 建築工事仕様書 JASS5（以下

「JASS5」という。）によれば、一般水準（既存建物程度）のものを供用できる限界期間は「およそ 65 年」

とされています。また、標準水準（既存施設よりコンクリート躯体の強度等のグレードをアップしたもの）

で新築した施設を供用できる限界期間は「およそ 100 年」となっています。

これらを踏まえ、既存施設は目標使用年数を「65 年」と設定します。その上で今まで改築まで 1回で

あった大規模改修を 2 回とし、さらに計画保全工事を実施することで機能を保持し、長寿命化を進め

財政負担の抑制と平準化を図ることとします。

なお、標準水準のものについては、供用できる限界期間は「およそ 100 年」とされていますが、コンク

リートの歴史自体が、ようやく 100 年になったところであり、あくまでも「期待値」であるため、目標使用

年数としては「80 年以上」とします。

今年度末に竣工する拓進小学校の目標使用年数は「80 年以上」となります。今後の新・改築につい

ては全て標準水準とし、目標使用年数は「80 年以上」とします。

ちなみに JASS5 や国土交通省監修の「建築物のライフサイクルコスト」等の各種耐用年数は下記（表

-4）のとおりとなっています。

目標使用年数について、本市としては、JASS5 及び国土交通省監修の「建築物のライフサイクルコス

ト」の考え方を参考に定めることとしましたが、各自治体からは様々な考え方が示されているのが現状

です。 いずれ日本建築学会と整合性をとった上で、国から統一的なものが示されるものと考えており

ます。その際には、新たな考え方に基き、計画を見直すこととします。

学校名

校舎 4校 啓北中学校、北光小学校、緑小学校、苫東中学校

体育館 3校 苫西小学校、啓北中学校、光洋中学校
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耐用年数・目標使用年数 （表-4）

※1一般水準のものを一般供用級、標準水準のものを標準供用級と言います。

（３） 大規模改修の取組

大規模改修では、経年劣化・老朽化した建物の性能を向上させ、長寿命化を図り、特にコンクリート

の中性化を防止し、鉄筋を腐食させない措置が重要です。これまで校舎においては、概ね築後20年～

30年、体育館においては概ね築後 15年～25年で、大規模改修を実施してきました。

（資料：図 2-1、2 参照）

既存施設について、今後は目標使用年数を 65年とした上で、築後 25～35年で、大規模改修を行

い、さらに 20年後を目途に、2回目の大規模改修を実施することとします。

また、新築及び改築するものについては、全て標準水準とした上で、築後 20～30 年で 1 回目の大

規模改修を行い、さらに 20 年ごとを目途に合計 3回の大規模改修を実施することとします。

（資料：図-4参照）

耐用年数（年） 目標使用年数（年）

減価償却

資産耐用

年数（大

蔵省令）

財産処分

制限期間

（文部科学

省）

LCC

国土交通

省監修

日本建築

学会

JASS5

H9 年版

公

住

法

立

川

市

千

葉

県

苫小牧市

既存校

JASS5

一般供用級

※1

改築又は新設

校

JASS5

標準供用級

※1

校舎

（RC 造）

体育館

（SRC造）

47 60 65 65

100

70 70 65 65 80

体育館

（S 造）

34 40 65 45 70 65 65 －
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（４） 長寿命化の効果

従来の改築ペースである築後 50 年（校舎）・築後 35 年（体育館）で改築した場合と、目標使用年数

を 65年（校舎・体育館）として適切な時期に大規模改修をした場合の今後 40 年間の施設整備費を（資

料：グラフ-4）に示しました。目標使用年数を 65年とした場合、施設整備費の平準化が図られることが

分かります。

(試算条件）

（５） 耐震化

ア 構造体の耐震化

平成 7 年の阪神・淡路大震災以降、本市では順次、耐震改修に着手してまいりました。その後、平

成 17年に改正された「建築物の耐震改修の促進に関する法律」を受けて平成19 年度に「苫小牧市

耐震改修促進計画」を策定しました。さらに翌平成 20年度に策定した「苫小牧市耐震化整備プログラ

ム」に基づいて、計画的な耐震化に取り組んでまいりました。

その結果、耐震化率は平成 18年度に 37.0%であったものが、平成 23 年度で 63.5％に、平成 24 年

度には 70%程度になり、改築により耐震化するものを除いた耐震改修を全て完了する予定の平成 27

年度には 90%程度に達する見込みです。 （表-5参照）

（築後 50 年・ 35 年で改築した場合）

試算開始時点で築後 50 年・ 35 年を超える建物は、試算開始後の一定期間に分散して改築費を計上した。

（築 65年で改築した場合）

耐震改修できない等の理由で、築後 65 年前に改築する建物は、その予定の年度に改築費を計上した。

（共通）

平成 23 年度末現在の既存施設の建設年度ごとの延床面積に、経過年数に応じた標準的な大規模改修費の

㎡単価を乗じて試算した上で、5 年毎の平均で比較する。施設整備費には維持修繕費を含む。維持修繕費

は、過去 5 年の実績を定額で計上した。
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小・中学校（38 校）の耐震化率の推移 （表-5）

イ 非構造部材の耐震化

平成１5年の十勝沖地震での空港ターミナルビルの天井落下、平成 17年の宮城沖地震での屋内プ

ールの天井落下、そして平成 23年の東日本大震災においても、大規模空間を持つ建物の天井が落

下しました。

このような大規模空間の天井落下については、国からも対策が求められてきました。

児童生徒や避難所等の安全確保のため、非構造部材の耐震化の中でも重要視されている大規模

空間の天井落下対策について、平成 27 年度までに計画的に進めてまいります。

年 度 耐震化率（%） 備 考

平成 17 年度 37.0

平成 23 年度 63.5

平成 27 年度 90.0 見込み（残りは改築により耐震化）

平成 33 年度 100.0
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3 整備計画の策定

（１） 今後 40年間の整備の方向性及び平成 25 年度～平成 34年度の整備計画

本章で目標使用年数の設定及び長寿命化の取組により、従来の手法に比べ経費の抑制と平準化

が図られることを検証してきました。

その内容を踏まえ、今後 40 年間の整備の方向性を 4期に分けて示しました。

（資料：図-2-1,2-2 参照）

さらに、第 1期の平成 25 年度～平成 34年度までの施設整備計画を示しました。（図-3 参照）

「耐震改修」の計画としては、平成 25年度には、清水小学校体育館外 6 棟の耐震改修と勇払小学

校校舎外 4棟の実施設計を予定しています。

引き続き平成 26年度には、和光中学校の一部校舎外 5棟の耐震改修と日新小学校一部校舎外 6

棟の実施設計等及び 1校について一部校舎の解体の設計を予定しています。

平成 27年度には、日新小学校一部校舎外 6棟の耐震改修と 1校について一部校舎の解体工事を

行う計画です。

なお平成 24 年度に耐震診断を実施している校舎・体育館については、その結果により実施設計・

改修工事を行います。

また、体育館に天井があり、かつ地震時の落下対策が行われていない 3校については、平成 26年

度、27 年度で耐震改修を実施します。
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（耐震改修） （図-1）

「新・増築」では平成 25年度に青翔中学校の増築と拓進小学校の外構工事を行います。

（図-2参照）

（新・増築） （図-2）

耐震改修
前 期

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

清水小学校 体育館

明倫中学校 体育館

苫東中学校 体育館

日新小学校 一部校舎

沼ノ端中学校 一部校舎

開成中学校 一部校舎

大成小学校 体育館

和光中学校 一部校舎

勇払小学校 校舎

錦岡小学校 一部校舎

植苗小中学校 一部校舎

澄川小学校 一部校舎

澄川小学校 体育館

日新小学校 一部校舎

凌雲中学校 一部校舎

苫西小学校 一部校舎

糸井小学校 体育館

和光中学校 体育館

啓北中学校 一部校舎

苫東小学校 一部校舎

苫東小学校 一部校舎解体

H24 年度診断分 診断結果により設計・工事

天井耐震化 3 校 工事

新・増築
前 期

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

青翔中学校 校舎増築

拓進小学校 外構工事

工

事

設

計

工

事

設

計

工

事
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統廃合では、平成 25年 3月に弥生中学校を閉校します。引き続き「苫小牧市小・中学校規模適正

化基本方針」との整合性を図ってまいります。（図-3参照）

（統廃合） （図-3）

改築では、前・中・後期で説明すると、前期で苫小牧西小学校の改築を行うとともに、啓北中学校の

一部校舎と体育館及び北光小学校の一部校舎の設計を終了させ、中期でその改築工事、後期で緑

小学校の校舎、光洋中学校体育館及び苫小牧東中学校一部校舎の改築を行います。（図-4参照）

さらに前期について各年度ごとに説明すると、平成 25年度に苫小牧西小学校体育館の改築、啓北

中学校校舎・体育館の基本設計を行います。

平成 26 年度には、苫小牧西小学校の外構工事、啓北中学校校舎・体育館の実施設計、北光小学

校一部校舎の基本設計及び緑小学校の耐力度調査を行います。

平成 27 年度には啓北中学校の校舎の改築工事のうち、仮設プレハブを設置し、校舎の解体工事を

行います。また、北光小学校一部校舎の実施設計を行い、緑小学校の校舎の基本設計を行います。

なお、これら改築予定の校舎・体育館は、既に従来の改築年限である 50 年・ 35 年を過ぎております

が、耐久性のポイントはコンクリートの中性化深さが鉄筋位置に達するかどうかであり、北光小学校は、

耐震診断中ですが、それ以外は耐震診断の中でコンクリートの中性化深さの試験を行っています。そ

の結果、改築年次（最大築後 61年）までに中性化深さが鉄筋位置に達することはないことが確認され

ています。

いずれも築後約 30 年で大規模改修を行っており、さらに改築まで必要な計画保全を実施することで

耐久性は保たれるものと考えています。

統廃合
前 期

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

弥生中学校 平成 25 年 3 月閉校
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（改築） （図-4）

大規模改修は、10年間に校舎 18校、体育館12校について実施して長寿命化を図ることとします。

前・中・後期で分けると、前期で校舎 3校、体育館 2校、中期で校舎 4校、体育館 5校、後期で校舎11

校、体育館 5校について大規模改修を実施します。

改築

前 期 中 期 後 期

平成25年度 平成26 年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29 年度 平成 30年度 平成 31年度 平成 32 年度 平成 33年度 平成 34年度

苫西小学校 体育館 改築（解体,外構含む）

啓北中学校 一部校舎

基本・実施設計

改築（仮設ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ,解体含む）

体育館 改築（解体,外構含む）

北光小学校 一部校舎 基本・実施設計 改築（仮設ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ,外構,解体含む）

緑小学校 校舎 耐力度調査・基本・実施設計 改築（仮設ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ,外構,解体含む）

光洋中学校 体育館 基・実施設計 改築（解体,外構含む）

苫東中学校 一部校舎 耐力度調査・基本・実施設計 改築（解体,外構含む）

大規模改修

前 期 中 期 後 期

平成25年度 平成26 年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29 年度 平成 30年度 平成 31年度 平成 32 年度 平成 33年度 平成 34年度

校 舎 18 校 3校 4 校 11 校

体育館 12 校 2校 5 校 5校
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第 4章 持続可能で健全な小・中学校施設の維持管理に向けて

1 今後の取組

（1）事後保全から計画保全へ

建築物を目標使用年数まで長寿命化させるために、計画的に行う予防保全工事を「計画保全工事」

といいます。建物の機能と性能を維持しつつ、良好な状態で教育施設を運営するには、時間とともに

各所で進む劣化や故障が「安心・安全」の学校運営に影響を及ぼす前に、計画的・予防的に改修や

更新を行う計画保全が効果的です。 （表-6参照）

計画保全対象部位の更新年数 （表-6）

※計画更新年数：計画的に更新が必要な年数を示し、建築部材協会・設備メーカー調査等をもとに算出されたもの。

〈出典〉「平成１７年度版 建築物のライフサイクルコスト」（第 3 編 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ編より） 監修：国土交通省大臣官房官庁営繕部

現状では劣化や故障が発生した後に改修を行う事後保全が常態化し、維持管理費が増大していま

す。抜本的に解決するためには、予防保全を前提とした仕組みに切り替えることが急務と考えます。計

画保全は「危機管理」の観点からも重要であり、結果として経費の抑制と平準化につながります。

そのためには、日常的に保全データを集約し、適切な修繕・改修時期を把握し計画を作成し実施す

る体制を確立することが求められ、専門知識を有した人材の配置も重要だと考えます。

区分 種別 名称
計画更新年数

（年）

屋根 屋根露出防水 屋根 アスファルト露出防水 20

外部 外壁仕上塗材 外壁 複層仕上塗材 15

内部仕上 壁－ボード 内壁 せっこうボード張り 30

建具 外部アルミニウム建具 外部建具 アルミ製引違窓 40

電力 蛍光灯 照明器具 蛍光灯 埋込・下面開放ＦＨＦ ３２Ｗ×２ 20

分電盤 分電盤（主幹 ３Ｐ ２２５Ａ、分岐 １８回路） 25

通信・情報 拡 声 スピーカ 天井埋込形 20

給排水衛生 給水給湯配管：配管類 ビニル管（ＨＩＶＰ、給水）３０A 20

機器：タンク類 鋼板製貯湯タンク 20

換気 換気機器：送風機 消音ボックス付送風機 20
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（２） ライフサイクルコストを意識した改修及び改築

ライフサイクルコストは、企画、設計、建設段階から維持管理、運営維持、解体除去までの、建物の生

涯にわたる全ての費用のことです。

ライフサイクルコスト全体に占めるランニングコスト（維持管理、運営維持、解体除去費等）の割合は

70～80％と言われており、イニシャルコスト（企画、設計、建設費等の初期投資）の 3倍以上となります。

ランニングコストは、企画・設計の内容で決まる要素が大きいので、企画段階から、長期使用に耐え

られる部材の採用や省エネの配慮等、ライフサイクルコスト縮減を意識した取組が必要です。

（3） 小・中学校施設面積の保有総量縮小の推進

平成 24 年度末で小・中学校施設の保有面積に対する必要面積の割合は全体で約 92%であり、全体

に改築が進む中で、一定の保有総量の縮小は図られるものと考えています。

また、近年、全国的に小・中学校の一貫校や併設校が試みられる中、昨年道内でも新たに併設校が

竣工し、供用開始されております。

これまで学校規模適正化については、児童生徒数の推移により計画を進めてきておりますが、これと

並行して、学校施設の配置計画として、併設校の可能性も検討し、保有総量縮小の推進を図ってまい

ります。
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＜資 料 目 次＞

番号 頁数 内 容

グラフ

1 17 校舎・体育館 建設年度別保有面積

2 18 小・中学校 児童生徒数・学級数の推移

3 19 学校数の推移

4 20 長寿命化の効果

図

1 21 小・中学校施設経過年数及び大規模改修年度

2-1 22 学校の建設年度別の改修状況と今後の整備の方向性

（校舎：目標使用年数 65年）

2-2 23 〃 （体育館：目標使用年数65 年 ）

3 24 苫小牧市小・中学校施設整備計画 （平成 25 年度～平成34 年度）

4 25 大規模改修及び計画保全の周期イメージ図
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校舎・体育館建設年度別保有面積(平成23年度末現在) グラフ-1
（H23施設台帳による）
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グラフ-４

長寿命化の効果
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～
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～
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整備計画期間
前期 中期 後期

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

新・増築

青翔中学校 校舎

拓進小学校

統廃合 +

弥生中学校 H25.3閉校

改築

苫西小学校 体育館

啓北中学校

一部校舎

体育館

北光小学校 一部校舎

緑小学校 校舎

光洋中学校 体育館

苫東中学校 一部校舎

大規模改修

校舎 18校

屋体 12校

耐震改修

清水小学校 体育館

明倫中学校 体育館

苫東中学校 体育館

日新小学校 一部校舎

沼ノ端中学校 一部校舎

開成中学校 一部校舎

大成小学校 体育館

和光中学校 一部校舎

勇払小学校 校舎

錦岡小学校 一部校舎

植苗小中学校 一部校舎

澄川小学校 一部校舎

澄川小学校 体育館

日新小学校 一部校舎

凌雲中学校 一部校舎

苫西小学校 一部校舎

糸井小学校 体育館

和光中学校 体育館

啓北中学校 一部校舎

苫東小学校 一部校舎

苫東小学校 一部校舎解体

H24年度診断分

天井耐震化 3校

　増築

外構工事

　改築(解体,外構含む）

基本・実施設計
改築(仮設ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ,解体含む）

改築(解体,外構含む）

　　基本・実施設計 改築(仮設ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ,解体,外構含む）

築
耐力度調査、基本・実施設計 　　　　　　　改築(仮設ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ,解体,外構含む）

　基本・実施設計 改築(解体,外構含む）

    基本・実施設計 改築(解体,外構含む）
　　　　　　4校

3校

2校

4校

5校

11校

5校

工
事

工
事設

計

工
事

設
計

診断結果により設計・工事

　工事
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大規模改修及び計画保全の周期イメージ図 （図-4）

（これまでの周期）

校 舎

屋 体

（今後の周期）

（建物性能） 25 年 時間（年）

初期性能 50 年

築 50 年で改築

許容限界性能

（建物性能） 時間（年）

初期性能 20 年 35 年

築 35 年で改築

許容限界性能

（建物性能） 時間（年）

初期性能 30 年 50 年
65 年

築後 65 年で改築

許容限界性能

（建物性能） 時間（年）
80 年

初期性能 25 年 45 年
65 年

築 80年で改築

許容限界性能

既存建物

新・改築建物

大規模改修 大規模改修 改築

計画保全

計画保全

大規模改修 改築

計画保全

大規模改修 改築大規模改修 大規模改修

計画保全

大規模改修 改築
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